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ゴールデンウィーク
「トランペットとさわがに」

連載・今月の一枚
第38回：トリプル彗星達の姿

　５月のはじめは
ゴールデンウィー
ク。４日は、曽我部
清典さんによるト
ランペット未来
塾・ミニコンサー
トが開かれました。
　外はあいにくの雨。しかし曽我
部さんやその生徒さんの演奏を聴
こうと、たくさんの方にお集り頂
きました。
　未来塾で行われた合宿の集大成
となる演奏会、生徒さんの中には
緊張されている様子もちらほらあ
りましたが、お客さまと一緒にと
ても熱い時間を過ごすことが出来

ました。嵐のような雨降りも、この
熱気でどこかへ飛んでしまいそうな
勢いでした。

　５日は、第９回世界さわ
がに横歩き選手権大会で
す。今年は、鼓響ジュニア
による演奏も加わり、グ
レードアップ！

　強い日射しの
中、熱いレースが続き、西野充彦さんが
戦いを制しました。
　さぁ、次回はあなたが優勝する番かも
知れません。来年もお楽しみに。   (小澤)

　午前中はジャガイモの皮むきとサワガニのスカ
ウト。ここで活躍が目立った中野寿美さんには、昼
から一日天文台長となって、一緒にイベントのお
手伝いをしてもらいました。午後からレース本番。

リニア彗星  4/21 4時頃

ブラッドフィールド彗星 4/26 4時頃 ニート彗星  5/11 21時頃

　2004年４月下旬から５月にかけ
て現れた、３つの彗星。みなさん、
ご覧になられましたか？

　まず４月中旬は朝方のリニア彗星
を見ようと毎日頑張っていました。
見かけ上太陽に近いため、太陽が昇
る直前にならないと見えません。し
かしその分空も明るくなるので、い
くら彗星自体が明るいと言われてい
ても、なかなか見えません。その頃
のリニア彗星です（暗視カメラのた
め背景が緑色になっています）。点
に見えるかどうかですね。

　と、頑張っているうちに、今年３
月に発見されたばかりのブラッド
フィールド彗星が、すっと縦に延び
た尾を見事に見せてくれるようにな
りました。この写真は新聞にも載り
ましたので、ご覧になった方もおら
れるかもしれません。でも、この後

１週間もしない間に、月明かり
も加わりほとんど見えなくなっ
てしまいました。
　連休の終わり頃からは、当初
から夕方のダブル彗星として予
想されていた片方のニート彗星
が見えてきました。太陽に最接
近するのも５月中旬、位置的に
も毎日どんどん高度を上げてゆ
くので沈む時間も22時頃となり
とても観察しやすい彗星で、双
眼鏡で位置を確認しておけば、
確かに肉眼でも見えました。

明け方のダブル彗星 4/21 4時頃

　５月下旬には、４月に朝方見えた
リニア彗星が、今度は西の空に見え
てきますので、ダブル彗星状態にな
ります。果たして、このＭｐｃが届
く頃にもまだ見えているでしょう
か？　　　　　　　 （豊増 伸治）



特許庁勤めしていたのとは大違いで
す。

　それら三つの論文の標題を投稿順
にいうと「光の発生と変換に関し試
みた一つの観点」（３月受付）、「静止
した流体中に浮遊する粒子が、熱の
分子運動学的理論の結果として生ず
る運動について」（５月）、「運動物体
の電気力学について」（６月）です。
最初の論文は「光電効果を説明する
光量子説」、第二の論文は「ブラウン
運動の理論」、そして第三の論文は
「特殊相対論」、の業績と言われま
す。この1905年には、じつはこの他
に第三論文の続き論文が一編と、博
士号の論文として書かれた第二論文
の続き論文一編（発行は1906年）を
発表しています。すべてが一人の名
前の論文です。最近の大学院での学
生のように先生から指導を受けて発
表した論文だから共著というもので
はありません。すべて独力で仕上げ
たものです。数だけでもすごいが、
全部が物理学上の重大論文となっ
た、まったく奇跡の年でした。
　三つの論文の真価がじわじわと学
界で認識され彼の人生も変わり、幾
つかの大学の教師を渡り歩いたの
ち、1914年には当時の世界の最高峰
であったベルリン大学の教授にな
り、そこでさらに一般相対論を完成
しました。1922年にはノーベル賞を
受賞、またこの年には超有名人とし
て日本にも来ています。

連載　美里から宇宙へ
1905年アインシュタイン　１

みさと天文台通信

見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

６月のイベント

（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

昼間の施設見学について

６月の休館日

三つの論文

６月の観望会の予定

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。

観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　７時15分、８時、８時
45分（途中参加はご遠慮下さい）受
付は各開始時刻の15分前からになっ
ています。

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
３(木)～６(日)：木星、春の銀河、他
10(木)～13(日)：木星、春の銀河、他
26(土)～27(日)：木星、月、他

世界物理年2005

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参

加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

特許庁の役人

編集後記

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
　６月は、１日(火)、７日(月)、14
日(月)、21日(月)、28日(月)が休館
日です。

アインシュタインの奇跡の年

★特別観望会
　「金星太陽面通過」
　６月８日（火）午後２時から
　　　　　午後７時頃（日没）まで

　最近、世界の物理学会関係の雑誌
などをみると盛んに「世界物理年
2005」という文字が躍っています。
今から5年ほど前の2000年 12月、
私はベルリンで開かれた「プランク
100年記念」という記念の会合に出
席していましたが、その際、第三回
の世界物理学会会議という会議も開
かれました。そこでＥＵ統合にあわ
せて動き出しているヨーロッパ物理
学会の役員をしているフランス人の
物理学者から「2005年を世界物理年
としよう」という提案があり満場一
致で決まりました。2005年に、物理
学の魅力と社会的実力の未来をキャ
ンペーンしよう、という提案です。
その後、純粋応用物理学連合
(IUPAP)やユネスコなどでも決議さ
れたと聞きます。日本でも、日本物
理学会と日本応用物理学会が中心に
なって来年に向けていろいろな団体
に呼びかけて盛り上げを図っていま
す。

　「理科離れとか言われているから
キャンペーンをやるのは分かるが、
なぜ2005年なの？」という疑問を
持つかも知れません。じつは、2005

年とはアインシュタインの「奇跡の
年」から100年記念の年のいう趣旨
です。「奇跡の年」といわれる1905
年にアインシュタインは三つの重要
な論文を発表して、物理学の世界に
彗星のごとくに登場しました。それ
らは全部が二十世紀の物理学の巨大
な前進に寄与する重要な業績でし
た。しかし、この大きな前進はアイ
ンシュタイン一人でやったわけでは
ありません。またアインシュタイン
生誕100年にあたる1979年には「ア
インシュタイン生誕100年」という
記念行事が盛大に行われたので今回
は「世界物理学2005」といわけです。
しかし何れにせよこの2005年にむ
けて、アインシュタインと百年間の
物理学前進を振り返って見ること
は、将来を考える上でも意義のある
ことです。今回はそういう話をしま
す。

　奇跡の年1905年、アインシュタ
インはスイスの特許庁の役人勤めと
いう境遇で、大学とかの研究の中心
から離れていました。ドイツで生ま
れたが、ユダヤ人であるための国籍
問題もあって、スイスの工科大学を
卒業しました。就職も友達のグロス
マンの親のコネでこの職についてい
たようです。ちなみに、彼の大学の
学生時代には家族はイタリアに移住
したりしています。われわれ日本人

にはこういう国籍不詳のユダヤ人の
ような家族のあり方には慣れていま
せん。現在の若い人の感覚だと「外
国の大学にいくほどに豊かなファミ
リーだったの？」などと思ってしま
いますが全く違います。それでも、
当時は現在よりも大学生の比率は現
在より百分の一も少なかった時代で
すから、ある程度は恵まれた家庭
だったと思うほうがいいでしょう。
　1905年当時、26才ですから今で
言うと大学院博士課程３年生です。
お勤めがお勤めですから、当時の学
界の中心にあった人達からみると無
名の青年が難問の解答を引っさげて
不意に登場した感じでした。
　この三つの論文は全部ドイツのベ
ルリン発行の雑誌に発表されまし
た。その頃、物理学研究のセンター
は当時の先進国、英仏独、のなかで
もドイツが一歩ぬきんでていまし
た。現在とちがってアメリカはまだ
二流国です。ドイツ語が読めないと
研究など出来ない時代だったので
す。職場は研究の現場から離れてい
ましたが、勤めをしているスイスの
首都であるベルンの街に住んでいる
同年輩の若者たちとサークルをつ
くって勉強会をやっていたようで
す。スイスといってもこの街はドイ
ツ語の街ですし、ドイツ語の最新学
術誌の論文を話題にて議論していた
ようです。その意味では「研究の中
心にいなかった」といっても東京で

　６月は梅雨時ということもあり、
以下の期間は望遠鏡整備期間にあて
られています。
◆６月14日（月）～25日（金）
この期間、
　・観望会は行いません
　・昼の見学が中止となる場合も
予めご了承ください。
　また、夏至（６月21日）を目前に
控え、空の暗くなる時刻が遅くなっ
てきますので、以下の期間は観望会
の開催回数を変更します。
◆６月３日（木）～７月17日（土）
　・１回目の観望会が中止です
以上、よろしくお願い致します。
　＊　＊　＊　＊　＊　＊
　　　　お　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せ
　７月より天文台の休館日が変更に
なります。
　変更前　毎週月曜と第一火曜
　変更後　毎週月曜火曜
毎週火曜日が休館日になります。ご
了承ください。

　望遠鏡整備のため、６月６月６月６月６月1 41 41 41 41 4日日日日日

（月）から（月）から（月）から（月）から（月）から2 52 52 52 52 5日（金）までの日（金）までの日（金）までの日（金）までの日（金）までの

間、観望会は行いません。間、観望会は行いません。間、観望会は行いません。間、観望会は行いません。間、観望会は行いません。
　また、夏至が近く、空の暗くなる
時刻が遅くなるため、６月３日６月３日６月３日６月３日６月３日

（木）から７月（木）から７月（木）から７月（木）から７月（木）から７月1 71 71 71 71 7日（土）の間日（土）の間日（土）の間日（土）の間日（土）の間

は、１回目の観望会（午後７時は、１回目の観望会（午後７時は、１回目の観望会（午後７時は、１回目の観望会（午後７時は、１回目の観望会（午後７時

1 51 51 51 51 5分開始）中止になります。分開始）中止になります。分開始）中止になります。分開始）中止になります。分開始）中止になります。こ
の期間、観望会は１日２回だけで
す。

　今月は、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、

見学を中止とする場合もありま見学を中止とする場合もありま見学を中止とする場合もありま見学を中止とする場合もありま見学を中止とする場合もありま

すすすすすので、事前に御確認ください。

　今回の金星太陽面通過は、地球か
ら見られるものとして122年ぶりの
現象となります。そこで今回は、こ
の貴重な現象を皆さんと一緒に見る
ため、特別観望会を行います。
　晴れ間を待ちますので、天候に関
わらず行いますが、結果的に見られ
ないこともあります。
　なお当日は、金星が太陽の表面を
通過してゆく最中に日没を迎えます
ので、終了は日没と致します。予め
ご了承下さい。
　カメラ付携帯やデジカメ（ビデオ
カメラ）を持ってくると金星のシル
エットを写せるかも？
　注意！太陽はとても明るくまぶし
いので、直接眺めないで下さい。当
然、望遠鏡や双眼鏡で眺めることも
お止め下さい。

★６月の天文教室
　「金星太陽面通過」
　６月６日（日）午後２時から
講師：豊増 伸治（みさと天文台）

　今年の大型連休も無事に過ぎさっ
ていきました。１面の記事にもある
ように、各種イベントも盛況のうち
に終了し、ほっとしています。
　しかし、今年注目の天文現象に合
わせた観望会の一つ目（彗星）は、
残念ながら天気が悪く見る事ができ
ませんでした。６月に待っている二
つ目（金星太陽面通過）のイベント
の天気はどうでしょう。天気に左右
されてしまうことですので、少しで
も晴れてくれることを祈ってます。
　このページの左にも書いてありま
すように、７月から天文台の休館日
が変更になります。注意してくださ
いませ。　　　　　　　　（Ｙ２）



来たときに金星の太陽面通過が起
き、過去の記録から一定の周期
（105→８→122→８年）で起こる
ことがわかっています。今年の次は
８年後の2012年ですが、その次は
105年後というように頻繁に見るこ
とのできない貴重な現象なのです。

　皆さんはどうやって地球から星ま
での距離を測ると思いますか？それ
には地球－太陽間の距離を「１天文
単位（１ＡＵ）」とした便利な宇宙
のものさしを用います。１ＡＵとい
うものさしのおかげで、私たちは恒
星までの距離や宇宙全体の広さがわ
かりました。１ＡＵは天文学におい
てとても重要な単位なのです。
　しかし1874年当時は、１ＡＵが
実際に何kmなのか正確にはわかっ
ていませんでした。ハレー彗星で有
名な天文学者エドモンド･ハレー
は、『金星の太陽面通過を地球上の
各地で観測すれば、１ＡＵを正確に
求めることができる！』ことを発見
しました。これに基づいて、めった
に起きない金星太陽面通過を機会に
１ＡＵを求めようと、世界中の科学
先進国が国の威信をかけて世界各地
に観測隊を派遣しました。その派遣
地の１つに日本が選ばれたのです。
　昔の人たちが挑んだ１ＡＵの測定
は、皆さんでも行うことができるの
です！それでは実際にどうやって求
めるかを見ていきましょう。

　まず、金星（Ｖ）－太陽（Ｓ）間
と金星－地球（Ｅ）間が何天文単位
になるかを求めていきます（図
２）。直線ＥＶが金星軌道の接線に
なるとき、金星は地球から見て太陽
から最も離れた位置に見えます（最
大離角と言い、約46度）。このとき

連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、６月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

金星の太陽面通過ってなに？

皆で金星の太陽面通過を見よう！

皆でチャレンジ！
１天文単位を求めよう

宇宙のものさし - １天文単位 -

金星の太陽面通過は
いつでも見られるの？

5356, 5747, 5787, 6002, 6154, 6171, 6458, 6531, 6563, 7030, 7123, 7295

　地球と太陽、そして地球の内側を
公転する金星が、地球－金星－太陽
と一直線に並ぶ時があります。地球
からは太陽面上を金星が移動してい
く様子が見え、これを「金星の太陽
面通過」と呼んでいます。この金星
の太陽面通過が６月８日、122年ぶ
りに起こります。この様子は日本で
も見ることができ、14時10分ごろ
金星が太陽面を通過し始めます。日
本では金星が太陽面を通過している
最中に日没を迎えてしまうため、観
測が可能なのは19時10分ごろまで
です。よって、金星の太陽面通過の
最後までは見ることができません。

　今回の金星の太陽面通過は122年
ぶりに起きます。また、日本で観測
できるものとしては1874年以来130
年ぶりです。今生きている人は見た
ことがないということになり、いつ
でも見られるわけではないようで
す。では、どうしてこんなに珍しい
のでしょうか？金星は584日の周期
で地球に最も近づき、このとき地球
と金星が並びます。だからといっ
て、584日ごとに太陽面通過が起こ
るわけではありません。なぜなら、
金星の軌道面が地球の軌道面に対し
て約3.4度傾いているので、地球と
金星・太陽が一直線上に並ぶのは金
星と地球の軌道面が交わっている2
箇所だけです（図１）。この交点に

三角形ＥＳＶは直角三角形になり、
ＥＳ間は１ＡＵなので角ＶＥＳを測
れば、
　sin（角ＶＥＳ）＝ＶＳ／ＥＳ
となって、ＶＳの距離が0.72ＡＵと
わかります。また金星・地球間は
　１ＡＵ－0.72ＡＵ＝0.28ＡＵ
になります（図３）。ＳＥとＳＶの
比、つまり地球と金星の軌道半径の
比を求めることができます。
　軌道半径の比が分かったので、次
はそれを用いて実際の太陽の直径
（Ｄ）を求めていきます。地球上の
２点Ａ,Ｂで観測した時、太陽面上
に投影される金星はＡ',Ｂ'の位置に
見えます（図３）。
　ＡＢ間の距離は２点の緯度と経度
からわかり、△ＡＢＶと△Ａ'Ｂ'Ｖ
は相似形だから、
　Ａ'Ｂ'／ＡＢ＝0.72／0.28
ゆえに
　Ａ'Ｂ'＝ＡＢ×0.72／0.28　 [km]
という関係式になり、太陽面上の
Ａ'Ｂ'間の距離を求めることができ
ます。
　次に金星の太陽面通過を観測した
２点間の画像を用意し、画像の太陽
直径を測ります（直径が同じになる
画像が必要です）。そして、同時刻
における金星の位置の差を画像から
測ります。
　求めたＡ'Ｂ'間の距離と実際の太
陽直径（Ｄ）、画像上における金星
の２点間のずれと太陽直径はそれぞ
れ対比して
　Ｄ＝画像の太陽直径×Ａ'Ｂ'
　　　　／金星の２点間のずれ
となり、実際の太陽の直径を求める
ことができます。
　それでは太陽の直径がわかったの
で、最後に１ＡＵが何kmかを求め
ましょう（図４）。
　太陽の視半径αは既知の値（約
0.258度）として用います。（視半

径：太陽の半径を角度で表したも
の）△ＳＥＳ'は直角三角形で、太陽
直径の半径（ＳＳ'）はＤ/２になる
から、
　tanα＝（Ｄ/２）／１ＡＵ
という関係式が作れます。よって
　１ＡＵ＝（Ｄ/２）／tanα　[km]
となり、１天文単位が約１億５千万
kmになることを計算で求めること
ができます！！

　金星の太陽面通過の観測にはいく
つかの方法があります。太陽を直接
見ることは大変危険なので、望遠鏡
で太陽を投影する方法をおすすめし
ます。また、インターネットで金星
が太陽の前を通過していく映像を見
ることもできます。私たちLIVE!
VENUS 2004 Transit（Ｌ！Ｖ）で
は、日本各地、そしてイランで観測
を行い、インターネット中継を行い
ます。Ｌ！Ｖからの画像を使って１
ＡＵを求めることもできますし、皆
さんが観測した画像とＬ！Ｖのイラ
ンの画像で１ＡＵを求める、なんて
ことも可能です。
　そして日本の６月は梅雨の時期で
すね。皆で天気が晴れる事を祈りま
しょう。今回、私たちには130年ぶ
りに観測するチャンスが巡って来ま
した！ぜひ、この貴重なチャンスを
生かして金星の太陽面通過を見てみ
ませんか？
　（荻原 文恵、和歌山大学大学院）

　今月は「金星の太陽面通過」を特
集です。現象はLIVE! UNIVERSEで
も生中継を行う予定で、現在ホーム
ページを作成中です。ここへはホー
ムページに使用されている原稿の一
部を転載しました。（尾久土 正己）

図１（左）：金星と地球の軌道面の様
子。軌道の傾きは実際より強調してい
ます。
図２（上）：太陽、金星、地球の位置
関係。

図３

図４

　日　　　　天文現象

３日（木）　満月
５日（土）　芒種
８日（火）　金星の太陽面通過
10日（木）　入梅、下弦
18日（金）　新月
21日（月）　夏至
26日（土）　上弦
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天文教室＆特別観望会
 ニート彗星

団体・出張講演出来事

報道・その他

天文見聞録(18)
ミニプラネタリウム活用

　はじめまして。和歌山大学３回
生、柴原由果です。今回は、ミニプ
ラネタリウムを用いた天文教育を紹
介します。
　和歌山大学教育学部には『キャラ
バン隊』という団体があり、和歌山
の子ども会などの要請で様々な場所
に出向き、子どもたちに理科実験工
作を教えています。
　今回、福島母親子どもクラブの要
請で、４月25日に和歌山市立福島小

学校で活動してきました。星の勉強
をしたいという希望があり、ミニプ
ラネタリウムの出動となりました！
　今夜見られる星を学んでもらおう
と、春を代表する星座、うしかい座、
しし座、おとめ座そして北斗七星を
紹介しました。これらの星座が春の
大曲線、大三角を構成していること
は有名ですよね。中でも柄杓の形の
北斗七星は印象的なので、７つの星
が描かれたプリントに夜光シールを
貼り、マイ星図を作成してもらいま
した。子どもたちは光るシールに夢
中ですごく真剣。光る星図を手で暗
くしてみたり、完成させた星図に満

足そうでした。
　星図ができたところで、プラネタ
リウムへレッツゴー！！です。星が
投影されると、『わぁ～、きれいっ』
と歓声が上がります。また、自分で
作った星図が光るので子ども達はす
ごく喜んでいました。
　プラネタリウムには全員が入れな
いため、待っている間に太陽系の惑
星をテーマにしたスライドを見ても
らいました。自分たちの知っている
ことがあれば、『言わせて！言わせ
て！』と目で訴えてくる姿がとても
かわいいっ！！
　今回の活動では、子どもたちの宇

宙観の違いに驚かさ
れました。年齢の幅が
１年生から６年生ま
でということもあり、
地球に立っているこ
とを理解できないで
いる子、惑星の並びが
すべて言える子など、
宇宙に対する知識の

幅がありました。そのような中で１
人１人に合わせて話すことの難しさ
を感じました。宇宙観を形成する大
切な時期なので、そのお手伝いはも
ちろんですが、宇宙観の変わってい

く姿を見
れること
がとても
素敵なこ
とだと思
います。

　　　　　　　　　　↑星図作り

→ミニプラ
ネタリウム
中の様子

４月　　　　　　　　　　
21日：分校授業開始　　　　　　　
23日：連携会議打合せ＠甲南大学　
26日：リニア彗星、ブラッドフィー
　　　ルド彗星観測
28日：京大生存圏研究所訪問（豊増）
５月
３日：エビとカニの水族館訪問
　　　（ＴＶ電話準備）
４日：ミニコンサート
５日：日食（雨のためみえず）、
　　　さわがにレース（エビとカニ
　　　の水族館とＴＶ電話中継）
６日：ニート彗星観測　　　　　　
11日：ニート彗星観測　　　　　　
15日：天文教室＆特別観望会「ニー
　　　ト彗星」（雨のため見えず）

４月
30日：大成高校美里分校１年２年
５月
６日：県農林水産部長

４月
17日：わかやま新報（六万年じゃな
　　　くても）
22日：和歌山放送ラジオ　　　　　
　　　「小川孝夫のおはようラジオ」
　　　電話出演（５月のイベント）
23日：毎日新聞「星からの贈りもの」
　　 （うみへび座）
24日：わかやま新報（「ダブル彗星」
　　　が来た！）
27日：読売新聞、テレビ和歌山　　
　　　「ニュースライフラインわか

　　　やま」放送
　　　（ブラッドフィールド彗星）　
28日：毎日新聞（関西版）、産経新
　　　聞、わかやま新報
　　　（ブラッドフィールド彗星）
30日：白浜ビーチステーション
　　　「朝ナビ764」電話出演
　　　（ブラッドフィールド彗星）
５月
１日：有田市「ゆうゆう」（ニート彗
　　   星観望会）

１日：わかやま新報（彗星を見るコ
　　　ツ）
５日：わかやま新報取材、
　　　和歌山放送ラジオ取材
８日：わかやま新報（月食と三日月
　　　の違い）
14日：NHK総合「ニュースウェー
　　　ブ」（ニート彗星観望会）
15日：わかやま新報（お次は夕方、
　　　ニート彗星）
連載：毎日新聞「星からの贈りもの」

←ついに実現！
今年のさわがにレース
では、カニの専門家で
ある「エビとカニの水
族館」とＴＶ電話中継

を実施！

カニについて楽しく説
明を聞く子どもたちの
様子。

　2004年の注目天体現象のひとつ
ダブル（トリプル）彗星をテーマに
した天文教室および特別観望会が５
月15日（土）午後６時半から行なわ
れました。
　これら話題となっている彗星の中

でも、多くの皆さんが比
較的容易に見ることので
きる宵の西空の「ニート
彗星」が今回のターゲッ
トです。
　当日は朝からどんより
とした雲に覆われた天気
で、講師の西端一憲客員
研究員は、空を見上げて

は溜息をつくという繰り
返しです。それでも暗く
なりはじめる頃にはお客
さんが集まりだし、６時
半には約30名の方々が今
や遅しと天文教室の開始
を待つ状況となりました。
皆さんのニート彗星への
期待の大きさを感じさせ
られました。

　西端氏は前日に撮影したばかりの
画像を使いながら、ニート彗星その
ものについてのお話からスタートで
す。ニートという名前の由来やこの
彗星は二度と太陽付近には戻ってこ
ないこと。また、彗星はどこから
やってくるのか、そして正体は何な
のか、という一般論も含め約１時間
に渡って解説しました。

　残念ながら望遠鏡を覗くことはで
きませんでしたが、途中で様々な質
問も飛び出す活発な天文教室になり
ました。　　　　　　（矢動丸 泰）

（柴原  由果
：和歌山大
学）


